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プ
レ
ン
ク
（
］
○
陥
呂
］
農
８
両
巳
閏
ぐ
○
自
国
ｇ
臭
ゞ
目
路
‐
畠
Ｓ
）

は
オ
ー
ス
ト
リ
ア
人
で
あ
り
な
が
ら
彼
の
著
書
の
多
く
が
オ
ラ
ン

ダ
語
に
翻
訳
さ
れ
、
さ
ら
に
日
本
語
に
重
訳
さ
れ
た
。
蘭
学
害
の

原
著
書
の
中
で
、
最
多
数
が
日
本
語
に
翻
訳
さ
れ
た
の
は
、
プ
レ

ン
ク
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
・
演
者
は
、
「
緒
方
洪
庵
の
蘭
学
』
（
一

九
九
二
年
刊
）
の
第
一
章
「
プ
レ
ン
ク
と
そ
の
著
書
」
（
以
後
「
第
一

稿
」
と
す
る
）
お
よ
び
「
洋
学
資
料
に
よ
る
日
本
文
化
史
の
研
究
Ⅳ
』

二
九
九
六
年
刊
）
の
「
プ
レ
ン
ク
に
関
す
る
書
誌
学
的
考
察
」
（
以

後
「
第
二
稿
」
と
す
る
）
で
プ
レ
ン
ク
に
つ
い
て
論
じ
た
。
今
回
ト

ル
ナ
バ
を
訪
れ
、
若
干
新
し
い
知
見
を
得
た
の
で
報
告
す
る
。
プ

レ
ン
ク
の
著
書
を
ウ
ィ
ー
ン
大
学
医
史
学
研
究
室
図
吉
館
を
調
査

し
第
一
槁
で
示
し
、
さ
ら
に
、
ブ
ダ
ペ
ス
ト
の
ゼ
ン
メ
ル
ワ
イ
ス

図
書
館
、
国
立
ウ
ィ
ー
ン
図
書
館
な
ど
を
調
査
し
第
二
稿
で
示
し

42

プ
レ
ン
ク
（
こ
間

に
つ
い
て

ぐ
○
国
冠
一
①
ご
ｏ
辰
］
『
い
む
ｌ
］
、
Ｃ
『
）

石
田

純

郎

た
。
ラ
テ
ン
語
版
が
二
九
種
六
八
版
、
ド
イ
ツ
語
版
が
三
一
種
八

一
版
、
オ
ラ
ン
ダ
語
翻
訳
版
が
一
五
種
二
九
版
、
日
本
語
重
訳
版

が
三
八
種
（
刊
本
一
二
種
、
写
本
二
六
種
）
の
合
計
二
二
種
が
把

握
さ
れ
た
。
著
書
名
の
詳
細
は
第
二
槁
の
リ
ス
ト
を
ご
覧
頂
き
た

い
。
な
お
日
本
語
版
の
プ
レ
ン
ク
の
表
記
法
と
し
て
は
、
布
赦
吉
、

布
教
己
、
布
數
幾
、
布
數
、
布
赦
吉
、
布
連
機
、
布
冷
吉
、
弗
數

吉
、
不
令
牟
吉
、
普
赦
幾
な
ど
が
あ
る
。

プ
レ
ン
ク
は
一
七
三
九
年
（
三
二
年
、
三
三
年
、
三
八
年
説
も
あ
る
。

由
５
ｍ
国
己
三
門
ゴ
閉
伊
①
×
房
Ｏ
ｐ
Ｑ
ｇ
国
閏
く
弓
四
ｍ
四
己
①
ロ
シ
国
闇
討
巴
一
閏

帰
扁
国
属
目
く
望
甫
『
ゞ
（
言
肘
ロ
ゞ
勗
駅
）
に
拠
れ
ば
、
三
八
年
、
さ
ら
に

こ
の
記
事
の
中
の
シ
目
角
ｇ
に
拠
れ
ば
三
二
年
、
《
冨
樹
冨
門
辱
烏

両
房
扇
朋
冨
巨
晨
臼
》
シ
三
ｍ
唱
胃
目
匡
号
ョ
画
昌
３
シ
百
日
の
日
田

旨
①
警
旨
四
の
号
○
一
》
（
ハ
ン
ガ
リ
ー
人
名
事
典
、
国
且
§
の
胃
ら
Ｓ
）
に
拠

れ
ば
三
九
年
。
月
日
は
い
ず
れ
も
同
じ
）
二
月
二
八
日
に
ウ
ィ
ー
ン

で
生
れ
た
。
一
七
五
三
年
に
レ
ッ
テ
ル
色
．
ｇ
『
・
罵
扁
『
）
に
入
門

し
、
徒
弟
奉
公
で
外
科
医
教
育
を
開
始
し
た
。
五
六
年
に
ギ
ル
ド

外
科
医
の
資
格
を
得
、
ョ
ハ
ネ
ス
病
院
で
実
地
修
練
を
受
け
、
七

年
戦
争
の
時
に
は
軍
医
と
し
て
従
軍
し
た
。
戦
後
除
隊
し
、
ギ
ル

ド
外
科
医
の
親
方
と
な
り
外
科
医
診
療
所
を
経
営
す
る
と
共
に
多
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数
の
著
作
を
公
刊
し
始
め
た
。
一
七
七
○
年
に
ハ
ン
ガ
リ
ー
の

弓
旨
邑
自
（
現
、
ト
ル
ナ
バ
目
目
目
巴
大
学
の
理
論
外
科
と
外
科
臨

床
の
教
官
に
就
任
し
た
。
ト
ル
ナ
バ
は
現
在
の
ス
ロ
バ
キ
ア
の
最

古
の
都
市
で
、
一
六
三
五
年
に
大
学
（
哲
学
部
・
神
学
部
）
が
開
設

さ
れ
た
・
後
に
法
学
部
と
一
七
六
七
年
に
医
学
部
が
増
設
さ
れ
た
。

大
学
の
校
舎
が
二
、
三
棟
と
大
学
教
会
が
現
存
し
て
い
る
。
七
七

年
に
こ
の
大
学
は
マ
リ
ア
・
テ
レ
ジ
ア
の
意
向
で
ブ
ダ
に
移
転
し
、

オ
ー
フ
ェ
ン
（
Ｒ
①
。
、
ブ
ダ
の
古
称
）
大
学
と
な
り
、
プ
レ
ン
ク
は

そ
こ
で
も
教
官
を
務
め
た
。
一
七
八
三
年
に
プ
レ
ン
ク
は
、
ウ
イ

ー
ン
の
ョ
ゼ
フ
・
ア
カ
デ
ミ
ー
（
ウ
ィ
ー
ン
陸
軍
軍
医
学
校
）
の
教

官
に
就
任
し
た
。
こ
の
学
校
は
一
七
七
五
年
に
六
ヵ
月
の
軍
医
教

育
コ
ー
ス
か
ら
始
ま
り
、
八
一
年
に
二
年
制
と
な
り
、
皇
帝
ヨ
ゼ

フ
Ⅱ
世
が
こ
の
教
育
コ
ー
ス
を
完
全
な
内
科
外
科
学
校
に
拡
充
し

た
。
こ
の
学
校
の
愛
称
は
こ
の
皇
帝
の
名
に
ち
な
ん
で
い
る
。
現

在
の
ウ
ィ
ー
ン
大
学
医
史
学
研
究
所
棟
で
あ
る
。
八
五
年
に
内
科

の
ド
ク
ト
ル
と
外
科
の
マ
ギ
ス
テ
ル
の
学
位
を
与
え
る
権
限
を
持

っ
た
内
科
・
外
科
ア
カ
デ
ミ
ー
に
昇
格
し
た
。
八
六
年
当
時
の
同

校
の
教
官
は
五
名
で
、
そ
の
一
人
が
プ
レ
ン
ク
で
あ
る
。
こ
の
軍

医
学
校
で
は
ョ
－
ロ
ッ
パ
で
初
め
て
外
科
と
内
科
、
す
な
わ
ち
、

技
術
と
理
論
が
一
体
化
さ
れ
て
教
え
ら
れ
た
。
プ
レ
ン
ク
は
就
任

当
初
、
植
物
学
、
化
学
、
薬
理
学
を
担
当
し
た
。
後
に
総
合
的
軍

事
薬
局
制
度
の
検
査
官
も
務
め
た
。
九
七
年
に
は
貴
族
階
級
に
列

せ
ら
れ
苗
字
に
く
○
国
が
付
い
た
。
一
八
○
六
年
ま
で
同
校
に
勤
務

し
た
。
一
八
○
七
年
八
月
二
四
日
に
ウ
イ
ー
ン
で
没
し
た
。

彼
の
著
書
は
非
常
に
人
気
が
あ
り
版
を
重
ね
た
。
そ
の
理
由
は
、

専
門
医
学
知
識
を
判
り
や
す
く
簡
潔
に
説
明
し
た
だ
け
で
な
く
、

時
お
り
警
句
を
こ
め
た
簡
素
な
言
葉
で
味
付
け
を
し
て
い
た
た
め

で
あ
る
。
医
史
学
者
ヘ
ッ
ケ
ル
（
冑
⑳
目
の
印
肘
：
９
８
吋
一
国
の
鼻
関
ゞ

弓
誤
‐
屍
ｇ
）
は
、
後
に
「
プ
レ
ン
ク
の
本
は
医
学
教
育
を
浅
く
し

て
し
ま
う
原
因
と
な
っ
た
」
と
非
難
し
た
。

（
新
見
女
子
短
期
大
学
）


